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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被服に開口した機材取付け用穴と、
　前記機材取付け用穴の周縁を覆う、平状の環状補強材であって、前記被服の外側に位置
する第１補強環と、内縁を折り返し縁として前記第１補強環と連続する、前記被服の内側
に位置する第２補強環と、前記第１補強環の外周部が前記第２補強環側に折り込まれた第
３補強環と、前記第２補強環の外周部が前記第１補強環側に折り込まれた第４補強環と、
からなる前記環状補強材と、
　前記被服と前記第４補強環との間に、前記機材取付け用穴を囲むように配置されるリン
グ板と、
　を有することを特徴とする機材の被服布地への取付け構造。
【請求項２】
　請求項１に記載の機材の被服布地への取付け構造であって、
　さらに前記機材取付け用穴が開口する前記被服の領域は、表地材と裏地材とを重ねた領
域であって、
　前記機材取付け用穴の周縁に沿って前記表地材と前記裏地材とを縫い付けた縫製線とを
有し、
　前記リング板は、前記縫製線の外側を囲むように、前記表地材と前記裏地材との間に配
置したことを特徴とする機材の被服布地への取付け構造。
【請求項３】
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　請求項２に記載の機材の被服布地への取付け構造であって、
　前記リング板は、前記表地材と前記裏地材に一体に縫製されていることを特徴とする機
材の被服布地への取付け構造。
【請求項４】
　請求項２または請求項３に記載の機材の被服布地への取付け構造であって、
　前記機材取付け用穴に取り付ける機材は、第１係合面を有する本体と、前記本体に着脱
可能であって、第２係合面を有する係合部材とを有し、
　前記本体または前記係合部材の一方は、前記表地材側から前記機材取付け用穴へ嵌入さ
れ、前記本体または前記係合部材の他方は、前記裏地材側から前記機材取付け用穴へ嵌入
された状態で、前記本体と前記係合部材とを結合させることで、前記第１係合面及び前記
第２係合面が前記表地材と前記裏地材を挟持することを特徴とする機材の被服布地への取
付け構造。
【請求項５】
　請求項４に記載の機材の被服布地への取付け構造であって、前記機材は、冷却ファンで
　あることを特徴とする機材の被服布地への取付け構造。
【請求項６】
　被服の機材取付け用穴の環状補強材の製造方法であって、
　長手方向に平行な少なくとも第１帯、第２帯を有し、前記第１帯と前記第２帯が対向す
るように折り畳まれた帯体を用い、
　前記帯体を一端と他端を、前記第１帯及び前記第２帯が開いた状態で連結して環状体を
形成する第１工程と、
　一端が折り返し縁、他端が開放縁となるように、前記第１帯及び前記第２帯を合わせる
ように前記環状体を折り畳む第２工程と、
　前記折り返し縁と略同径の円筒状治具に用い、前記円筒状治具に前記環状体を外嵌し、
前記環状体の前記開放縁を外側に開いて拡径するように加圧することで、前記環状体の前
記開放縁を拡径し、外周が前記開放縁、内周が前記折り返し縁となる環状補強材を成型す
る第３工程と、
　を有することを特徴とする環状補強材の製造方法。
【請求項７】
　請求項６に記載の環状補強材の製造方法であって、
　前記帯体は、前記第１帯の側縁側に前記第１帯と前記第２帯の折り畳み方向に折りたた
まれた第３帯を有し、前記第２帯の側縁側に前記第１帯と前記第２帯の折り畳み方向に折
りたたまれた第４帯を有することを特徴とする環状補強材の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、取り付ける冷却ファンなどの機材を被服に取り付けるための機材取付け用穴
を補強する環状補強材、同取付け構造及び同環状補強材の製造方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　野外などの高温、高湿度の作業環境を改善するため、近年、被服内側に外気を取り入れ
て、被服と身体の間に空気を流通させることにより、作業環境を改善する冷却ファン付被
服が普及してきている。　しかし、冷却ファンなどの機材は駆動モータやバッテリーなど
の電気系部品を有し、被服本体を洗濯する場合には、それを取り外す必要があった。
【０００３】
　特に、冷却ファンは、被服の内外を連通する必要があるため、機材を被服に開口した取
付け穴に着脱自在に取り付ける構造が一般的である。機材取付け用穴は、所定の重量を有
する機材を確実に固定するため、下記特許文献１のような補強用のリング板及び裏地を取
り付けた、冷却ファン付被服が提案されている。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開2015-65998号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記の特許文献１に開示される冷却ファン付被服は、被服生地並びに裏地それぞれにつ
いて、取り付け穴の周囲に放射状の切り込みを入れて、放射状にできる折り返し片を折り
返し、機材取り付け用穴周辺を厚く補強して、冷却ファンを確実に取り付けられる構造と
している。
【０００６】
　しかしながら、たとえ機材取付け用穴の周縁ぎりぎりを縫製したとしても、同穴の内縁
において被服生地と裏地とが二層構造になった端部が露出することになり、冷却ファンの
着脱を繰り返すうちに、これら端部と冷却ファンとが摩耗してしまう脆弱性があった。
【０００７】
　特に、この従来例では、切り込みを折り返す従来方法では折り返し片が放射状に広がり
、どうしても切り込みが取り付け穴に露出してしまい、各折り返し片の端部がほつれてし
まう可能性があり、耐久性について改善の余地があった。
【０００８】
　そこで、本発明の目的は、被服の機材取付け用穴の環状補強材を提案することにより、
同穴の周縁において端面が露出することなく、耐久性に優れる機材の被服布地への取付け
構造を提案することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　また、上記目的を達成するための本発明の機材の被服布地への取付け構造は、被服に開
口した前記機材取付け用穴と、前記機材取付け用穴の周縁を覆う、平状の環状補強材であ
って、前記被服の外側に位置する第１補強環と、内縁を折り返し縁として前記第１補強環
と連続する、前記被服の内側に位置する第２補強環と、前記第１補強環の外周部が前記第
２補強環側に折り込まれた第３補強環と、前記第２補強環の外周部が前記第１補強環側に
折り込まれた第４補強環と、からなる前記環状補強材と、前記被服と前記第４補強環との
間に、前記機材取付け用穴を囲むように配置されるリング板と、を有することを特徴とす
る。
【００１１】
　  さらに、上記環状補強材の製造方法は、長手方向に平行な少なくとも第１帯、第２帯
を有し、前記第１帯と前記第２帯が対向するように折り畳まれた帯体を用い、前記帯体を
一端と他端を、前記第１帯及び前記第２帯が開いた状態で連結して環状体を形成する第１
工程と、一端を折り返し縁、他端を開放縁となるように、前記第１帯及び前記第２帯を合
わせるように前記環状体を折り畳む第２工程と、前記折り返し縁と略同径の円筒状治具に
用い、前記円筒状治具に前記環状体を外嵌し、前記環状体の前記開放縁を外側に開いて拡
径するように加圧することで、前記環状体の前記開放縁を拡径し、外周が前記開放縁、内
周が前記折り返し縁となる環状補強材を成型する第３工程と、を有することを特徴とする
。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明の被服の機材取付け用穴の環状補強材によれば、簡単な構造で被服に開口した機
材取付け用穴の周縁を確実に覆うことができる。
【００１３】
　また、本発明の機材の被服布地への取付け構造によれば、機材取付け用穴の周縁の端面
を環状補強材で覆い、露出を防ぐことで、機材の着脱により生じる摩耗を防止することが
できる。
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【００１４】
　さらに、本発明の環状補強材の製造方法によれば、四つ折りにした帯体を用いて作った
環状体を一端が拡径するように加圧させることで、簡単に機材取付け用穴の環状補強材を
製造することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の実施形態の環状補強材の製造方法及び構成の説明図。
【図２】本発明の同実施形態の、機材の被服布地への取付け構造を説明する説明図。
【図３】本発明の同実施形態の、機材の被服布地への取付け構造を説明する説明図。
【図４】本発明の同実施形態の機材の被服布地への取付け構造の側断面図。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　本発明の画像表示装置の実施形態を、図１乃至図３を用いて説明する。図１は環状補強
材の制作方法の説明図、図２及び図３は環状補強材を用いた機材の被服布地への取付け方
法の説明図である。
【００１７】
　図１(ａ)に示すように、環状補強材を作成する材料として、帯体である四つ折りのパイ
ピングテープ11を用いる。パイピングテープ11-1はポリエステル、ナイロンなどの熱可塑
性を有する化学繊維製の帯体であって、幅方向中央で長手方向に伸びる中央折り畳み線12
ａで折り畳み、さらに両端を同様に長手方向に伸びる側方折り畳み線12ｂ、12ｃで内側に
折り畳んで構成される。
【００１８】
　すなわち、パイピングテープ11-1は、一端から他端に、第３帯11Ｃ、第１帯11Ａ、第２
帯11Ｂ、第４帯11Ｄの順に並び、それぞれの間は側方折り畳み線12ｂ、中央折り畳み線12
ａ、側方折り畳み線12ｃを境界線とする。そして、第３帯11Ｃと第４帯11Ｄは、第１帯11
Ａと第２帯11Ｂの内側に折り畳まれて、対向する形状となっている。
【００１９】
　図1(ｂ)に示すように、上記のように折り畳まれているパイピングテープ11-1を、第３
帯11Ｃと第４帯11Ｄとを分離するように開き、両端11ｘ、11ｙを近接させる。そのうえで
、図１(ｃ)に示すように、両者を合わせたうえで縫製13を行い環状体のパイピングテープ
11-2とする。この際、環状体のパイピングテープ11-2の径は、後述する機材取付け用穴24
の内径と同じか、やや小さめに調整する。
【００２０】
　次に、図１(ｄ)に示すように、第１帯11Ａを第２帯11Ｂ側に跳ねあげることで、下縁が
折り返し縁11ａ、上縁が開放縁11ｂとなったスリーブ状のパイピングテープ11-3を形成す
る。
【００２１】
　図１(ｅ)に示すように、上記のように作成したスリーブ状のパイピングテープ11-3を、
折り返し縁11ａが下になるように略同径の円筒治具50に外嵌し、アイロンや篭手などの器
具51を使い、上方の開放縁11ｂを外側に開くように、加熱、成型していく。上述したよう
に、パイピングテープ11-3は熱可塑性を有する化学繊維製のため、スリーブ状のパイピン
グテープ11-3を全周囲で、同加熱加工を行うことで、開放縁11ｂ側が拡径し、平状の環状
補強材１を制作することができる。
【００２２】
　図１(ｆ)に示すように、この環状補強材１においては、パイピングテープ11-3の第１帯
11Ａが第１補強環１Ａ、第２帯11Ｂが第２補強環１Ｂ、第３帯11Ｃが第３補強環１Ｃ(内
側に折りたたまれているため図示せず)、そして第４帯11Ｄが第４補強環１Ｄ(内側に折り
たたまれているため図示せず)となる。
【００２３】
　図２及び図３を用いて、環状補強材１を用いた、機材の被服布地への取付け構造及びそ
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の方法を説明する。
【００２４】
　図２(ａ)に示すように、被服100において、冷却ファンなどの機材を取り付ける部位、
例えば背面下部において、表地材21に裏地材22を重ねる。図２(ｂ)に示すように、後に開
口する機材取付け用穴の周縁に円形状に、またその中央に十字状に縫製23を行い、表地材
21と裏地材22とを一体化とする。
【００２５】
　この状態において、図２(ｃ)に示すように、表地材21と裏地材22を一体として円形地24
ａを切り抜き、円形の縫製（線）23の内側に機材取付け用穴24を形成する。
【００２６】
　次に、図３(ａ)に示すように、裏地材22を上側にすぼめながら持ち上げ、これを補強用
のリング版25の内縁25ａに通しながら、リング板25を外嵌する。この際、円形の縫製23が
リング板25の内縁25ａを位置決めすることとなる。なお、リング板25は、プラスチック製
のリング板である。
【００２７】
　次に、図３(ｂ)に示すように、裏地材22をフラットな状態に戻すことで、リング板25は
表地材21と裏地材22に表裏を挟まれた状態となる。そのうえで、リング板25の全周に亘っ
て縫製26を行い、リング板と裏地材22及び表地材21を一体にする。
【００２８】
　ここで、前工程で説明した環状補強材１(11-3)を機材取付け用穴24に嵌め込む。上述の
ように、環状補強材１は、内縁が機材取付け用穴24と略同径あるいは若干小さめの折り返
し縁１ａ、外縁が機材取付け用穴24より大径の開放縁１ｂとなっている。
【００２９】
　このため、環状補強環１の第１補強環１Ａ(第１帯11Ａ)を表地材21側、第２補強環１Ｂ
(第２帯11Ｂ)を裏地材22側となるように、機材取付け用穴24へはめ込むと、折り返し縁１
ａが機材取付け用穴24の周縁を覆って、その端面を保護することとなる。
【００３０】
　この状態で、図３(ｃ)に示すように、機材である冷却ファン30をと取り付ける。冷却フ
ァン30は本体たるファン本体31と、係合部材たる係合リング32とから構成されている。フ
ァン本体31の下部31ｂは本体より小計かつ機材取付け用穴24と略同径となっており、その
段差部に第１係合面31ａが形成されている。ファン本体31及び係合リング32とも、冷却フ
ァン30の内部で回転する羽根をカバーするために、それぞれ格子ガード31ｃ、32ｃが形成
されている。
【００３１】
　ファン本体３1 の下部31ｂを機材取付け用穴24へ裏地材22側から挿入し、表地材21側の
係合リング32を係合させることで、冷却ファン30を被服100に取り付ける。この取付けは
、ファン本体31の下部31ｂの外周面に切られたネジに、係合リング32の内周面32ａに切ら
れたネジを螺合することで行う。
【００３２】
　両者のネジを締めていくことで、係合リング32上面の第２係合面32ａとファン本体31の
第１係合面31ａが近接していく。すなわち、第１係合面31ａと第２係合面32ａとの間に環
状補強材１を介して、表地材21及び裏地材22が圧接されることで、冷却ファン30は被服10
0に確実に取り付けられることとなる。
【００３３】
　図４に、冷却ファン30が被服100に取り付けられた状態の構造を断面状態で示す。表地
材21と裏地材22とを重ねた部分に、機材取付け用穴24が開口される。そして、折り返し縁
１ａが位置し、第１補強環が表地材21側に位置し、第２補強環が裏地材22側に位置するよ
うに、環状補強材１が機材取付け用穴24の周縁内に配置される。
【００３４】
　この際、機材取付け用穴24の周縁に沿って、表地材21と裏地材22は縫製23が行われてお
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り、この縫製23の縫製線の外側を囲むように、表地材21と裏地材22との間にリング板25が
配置されている。このリング板25は、表地材21と裏地材22とともに一体に縫製26が行われ
ている。
【００３５】
　さらに、前述の環状補強材１は、その第３補強環１Ｃと第２補強環１Ｄがリング板25と
接した状態で、表地材21、裏地材22、リング板25と一体に縫製27が行われている。このた
め、機材取付け用穴24の周囲は、表地材21と裏地材22の他、リング材25と環状補強材１の
第１補強環１Ａ乃至第４補強環１Ｄによって複数層に補強されるとともに、環状補強材１
の折り返し縁１ａが機材取付け用穴24の周縁の表地材21、裏地材22の端面を覆うこととな
る。
【００３６】
　冷却ファン30が、ファン本体31の下部31ｂを機材取付け用穴24に裏地材22側から被服10
0に取り付けられると、ファン本体31の第１係合面31ａが環状補強材１の第２補強環１Ｂ
に、係合リング32の第２係合面32ａが環状補強材１の第１補強環１Ａと圧接する。
【００３７】
　以上説明したように、冷却ファン30は、リング25を締め付けることとなって、確実に、
被服100の機材取付け用穴24に係合することとなる。また、被服100から冷却ファン30の着
脱を繰り返したとしても、機材取付け用穴24は環状補強材１の折り返し縁１ａによって覆
われているために、表地材１ａ及び裏地材１ｂが擦れるなどしてほつれることがなく、耐
久性に優れる冷却ファン付被服を提供することができる。
【００３８】
　本実施形態では、環状補強材１の第１補強環１Ａ及び第２補強環１Ｂのそれぞれから内
側に折り返した第３補強環１Ｃ、第４補強環１Ｄを有しているため、環状補強材１の開放
端１ｂにおいて環状補強材１の生地端面が露出することがなく、より耐久性に優れる冷却
ファン付被服となる。
【００３９】
　特に、上述した本実施形態の環状補強材１では、冷却ファン30のファン本体31と係合リ
ング32とを係合させた際に、それぞれ折り返した第１補強環１Ａ乃至第４補強環１Ｄがク
ッションとなって弾性をもって圧着するため、両者の係合を高めることができる。
【００４０】
　また、本実施形態の環状補強材１は熱可塑性の化学繊維製のため、加熱、加圧すること
で、折り返し縁１ａの折り目をしっかり付けることができ、環状補強材１の厚みが増して
しまうことを防止することができる。さらに、化学繊維であるため、被服100に対して縫
製加工が容易となる利点も有する。
【００４１】
　また、環状のパイピングテープ11-2を製造する際、パイピングテープ11-1の両端を縫製
13により連結したが、接着剤や熱溶着などの方法を選択してもよい。また、リング板25の
有無は、布地の種類や機材取付け穴24の構造に従って任意に決定できる。
【００４２】
　さらに、本実施形態では、被服100に取り付ける機材を冷却ファン30としたが、その他
、スピーカーや各種モニターなどの機材を選択式に取り付ける構造としてもよい。
【００４３】
　また、環状補強材１を四つ折りのパイピングテープ11-1から制作したが、もちろん、第
１帯11Ａ及び第２帯11Ｂのみからなる二つ折りのパイピングテープを用いてもよい。この
場合、環状補強材１は第１補強環１Ａ及び第２補強環１Ｂのみから構成される。さらに、
環状補強材１は本実施形態の化学繊維製のものに限られることなく、ポリプロピレンやＰ
ＥＴなどの樹脂で一体成型してもよい。
【００４４】
　さらに、本実施形態における、表地材21、裏地材22、リング板25、環状補強材１の縫製
23、26、27は一例であり、縫製の省略、あるいは位置及び順番については任意に行えるこ
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とはもちろんである。また、環状補強材１と被服100との結合やリング材25と被服100との
係合に、接着剤や熱溶着など、他の手法を用いてもよい。
【符号の説明】
【００４５】
 １　　環状補強材
 １Ａ　第１補強環
 １Ｂ　第２補強環
 １Ｃ　第３補強環
 １Ｄ　第４補強環
 １ａ　折り返し縁
 １ｂ　開放縁
 11　　パイピングテープ
 11Ａ　第１帯
 11Ｂ　第２帯
 11Ｃ　第３帯
 11Ｄ　第４帯
 21　　表地材
 22　　裏地材
 23　　縫製(線)
 24　　機材取付け用穴
 25　　リング板
 26 　 縫製(線)
 27　　縫製(線)
 30　　冷却ファン(機材)
 31　　ファン本体(機材本体)
 31ａ　第1係合面
 32　　係合リング(係合部材)
 32ａ　第２係合面
 50　　筒状治具
 51　　アイロン
100　　被服
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